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シリーズ仕 様

図 番名 称

型 番作 図検 図承 認図 法尺 度日 付

大亀石澤結城1:202017.05.17

CHP0115003-3

CO2ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ給湯機

標準

熱源機外形図

CHP-U CHP-80Y2、CHP-80Y2C

 263  630  630  263 
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運転表示点検窓
(正面)

制御盤位置
(正面)

基礎ﾎﾞﾙﾄ用穴

(6×φ15穴)
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空気熱交換器
ﾙｰﾑﾄﾞﾚﾝ
Rc1(25A)
CAC406
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電源取入口
(φ44穴)
ｸﾞﾛﾒｯﾄ内径φ36穴 

外部信号接続口
(φ22穴)
ｸﾞﾛﾒｯﾄ内径φ17穴

ﾘﾓｺﾝ線接続口
(φ22穴)
ｸﾞﾛﾒｯﾄ内径φ17穴

操作配線接続口
(φ22穴)
ｸﾞﾛﾒｯﾄ内径φ17穴

遠方制御盤接続口
(φ22穴)
ｸﾞﾛﾒｯﾄ内径φ17穴

機内水抜き口
Rc3/4(20A)
CAC406

温水出口
Rc1(25A)
CAC406

給水入口
Rc1(25A)
CAC406

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用窓

空気吸込口空気吸込口

空気吹出口 空気吹出口

 420 

 50 

 60 

 1
3
0
 

 5
0
 

断面図 A-A

底面：ﾘﾓｺﾝ線接続口
　　　(φ22穴)
　　　ｸﾞﾛﾒｯﾄ内径φ17穴

底面：操作配線接続口
　　　(φ22穴)
　　　ｸﾞﾛﾒｯﾄ内径φ17穴

底面：遠方制御盤接続口
　　　(φ22穴)
　　　ｸﾞﾛﾒｯﾄ内径φ17穴

底面：外部信号接続口
　　　(ｾﾝｻｰ等 φ22穴)
　　　ｸﾞﾛﾒｯﾄ内径φ17穴

底面：電源取入口
　　　(φ44穴)
　　　ｸﾞﾛﾒｯﾄ内径φ36穴

注1．本機の前方に0.5ｍ以上、後方に0.5ｍ以上、左方に0.1ｍ以上、

　　 右方に0.5ｍ以上のメンテナンス空間が必要です。

注2．本機の上方に空気吹き出しの為の開放空間が3ｍ以上必要です。

注3．接続配管の凍結による貯湯タンクの破損を防止するため接続配管には、

　　 保温工事等の凍結防止を施して下さい。

注4．メンテナンスの必要上、各配管接続口には必ずユニオン継手を取り付けて下さい。

注5．配管材料の劣化などの原因になりますので長期間ご使用にならない時は、

　　 熱源機本体に残った水を機内水抜き口より排水して下さい。

注6．電源の配線には必ず漏電ブレーカを取り付けて下さい。

注7．ドレン口は常時開放にして下さい。

注8，熱源機と貯湯タンク間を接続する配管は、給湯用配管(銅管やステンレス管)で施工して下さい。

注9．特殊な雰囲気中(温泉地、海岸地域、油の多い所等)には設置しないで下さい。

注意!

製品質量 690Kg

運転質量 710Kg

itm 型式

01 CHP-80Y2

02 CHP-80Y2C



仕 様 シリーズ

図 番名 称

型 番
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CAC406

グロメット内径φ34
制御用温度センサ連絡線引込口（φ44穴）

給湯口

（2×8-φ22穴）
基礎ボルト用穴

取外しパネル
タンク内部清掃時及び、機能品メンテナンス時

4×輸送吊金具作業蓋

”（32A）

注７．長期間のご使用によってタンク内に水アカがたまったり配管材料の劣化により水質の変化が起こる場合があります。

貯湯タンク正面

注　意

　

給水出口

（CO2ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ給湯機より）

　　　 不可能な時には、必要なサイズのバキュームブレーカを設けて下さい。

給水口
Rｃ.2”（50A）
CAC406

注１２．特殊な雰囲気中（温泉地、海岸地区、油の多い所等）には設置しないでください。

グロメット内径φ17
操作配線接続口（φ24穴）

電源取入口（φ24穴）

注９．基礎架台穴（φ22）はM16アンカボルトに対応しています。
　

注１０．タンク排水口は膨張水を排水するため、絶対にバルブなどで閉じきりにしないで、必ず開放にしてください。
　

注１１．熱源機と貯湯タンク間を接続する配管は、給湯用配管（銅管やステンレス管）で施工してください。
　

！

　

注８．銅管と鉄管など異種金属を接続する場合には、絶縁フランジなどを使用して電食対策を行ってください。

制御用温度センサー

CAC406

　

1
Rｃ.1

ﾀﾝｸ排水口

　　　 

　　　 負圧による貯湯タンクの破損を防止するため大気開放管（膨張管）を必ず設けてください。

Rｃ.2”（50A）
CAC406

中温水口
Rｃ.2”（50A）

（CO2ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ給湯機へ）
Rｃ.1”（25A）

連絡線接続BOX

温水入口

グロメット内径φ17
※電源施工時のみ使用

4

CAC406
Rｃ.1”（25A）

　

SUS304

注１．貯湯タンクユニット内に減圧弁が内蔵されておりません。給水一次側には必ず減圧弁（450kPa以下）を取付てください。
　

注２．本機の後方に0.4m以上、側面側に0.4m以上、前方に0.4m以上のメンテナンス空間が必要です。
　

注３．湯切れの際、給湯を止める必要がある場合は、電磁弁を取り付けてください。
　

注４．接続配管の凍結による貯湯タンクの破損を防止するため接続配管には、保温工事等の凍結防止策を施してください。
　

注５．メンテナンスの必要上、各配管接続口には必ずユニオン継手を使用し、給水接続口付近にはストレーナ、
　

　　　 止水栓を取り付けてください。
　

注６．負圧についての注意事項
　

itm 型番 貯湯量 本体質量 運転質量

01 CHP-T080K 8000L 2370kg 10370kg

02 CHP-T100K 10000L 2460kg 12460kg

1：30 瀧上小南落山

日 付 尺 度 図 法 承 認 検 図 作 図

CHP0111035

13.6.21

-6

標準

外形寸法図

貯湯タンクユニット

ＣＨＰ－T080K～T100KＣＨＰ Ｕ-
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シ ス テ ム 制御盤電気回路図

Ｃ Ｏ ２ ヒートポンプ給湯機

田中結城Ｎ ． Ｔ ． Ｓ ． Ｃ Ｈ Ｐ － ８ ０ Ｙ ２市川１９．０８．３０

Ｃ０１９１３１－０

Ｃ Ｈ Ｐ － Ｔ Ｒ対応



１９．０５．０９ 結城 田中 市川

電気工事仕様

Ｃ Ｈ Ｐ － Ｔ Ｒ対応
Ｃ Ｈ Ｐ － ８ ０ Ｙ ２

Ｃ０１９０６２－０

Ｎ ． Ｔ ． Ｓ ．

Ｃ Ｏ ２ ヒートポンプ給湯機

Ｃ Ｈ Ｐ － Ｕ



株式会社日本イトミック

①熱源機仕様書

℃

加熱能力 kW

貯湯能力 L/h

入水→出湯 ℃

消費電力 kW

加熱能力 kW

貯湯能力 L/h

入水→出湯 ℃

消費電力 kW

℃

A

MPa

mm

kg

定格出力 kW

W

W

W

kg

ﾄﾝ

℃

dB

【注意】
・消費電力は圧縮機・送風機・ポンプを含むユニット全体の合計です。

・JRAIA（一般社団法人日本冷凍空調工業会）規格ＪＲＡ4060：2014「業務用ヒートポンプ給湯機」に準じています。
・本機器は減圧弁を内蔵しておりません。給水一次側には必ず減圧弁（450ｋPa以下）を取り付けてください。
・熱源機保護の為、必ず水道水を使用し、給水温度は「40℃以下（但し凍結しないこと）」でお使いください。
※1　オプションで日水協を選択した場合のみ、水道直結が可能です。通常は、受水槽から給水接続してください。

CHP1015004-5(1/2)

2021/4/7

業務用エコキュート（CHP-801□□□K-2）性能仕様書

気温　DB／WB 7／6 16／12 25／21 2／1 -7／-8

性
能

65℃
出湯
一定
モード

61.0 65.0 65.0 57.0

9 ⇒ 65 17

52.7

937 1,165 1,363 817 755

⇒ 65 24 ⇒ 65 5 ⇒ 65 5 ⇒ 65

16.3 16.2 14.7 20.6 19.5

年間加熱効率 3.8

寒冷地年間加熱効率 3.3

90℃
出湯
一定
モード

58.2 64.0 65.0 52.7 54.7

618 754 847 533 553

90 5 ⇒ 909 ⇒ 90 17 ⇒ 90 5 ⇒ 90

18.6 19.6 18.6 21.5 22.1

24 ⇒

沸き上げ温度 60　～　90

電　　　源 三相200V　50／60Hz

最大電流 90

冷 媒 側 設 計 圧 力 低圧側 7.5 ／ 高圧側 14

塗　装　色 アイボリーホワイト(マンセル値2.5Y 8/1)

寸法（高さ×幅×奥行） 2000×1790×1010

製品質量／運転質量 690／710

圧縮機

形　　式 半密閉型往復コンプレッサ

電動機形式 インバータ駆動三相誘導電動機

15.8

クランクケースヒータ 140

送　風　機 プロペラファン 300W×2

ポ　ン　プ シールレス　DC282V-140W

空　気　熱　交　換　器 強制空冷クロスフィン

給　湯　熱　交　換　器 強制循環式二重管

保　護　装　置
高圧圧力スイッチ ／ 高低圧圧力センサ ／ 圧縮機電動機過昇温防止

圧縮機圧力逃し弁 ／ 過電流継電器（送風機） ／ 過電流保護機能

使用外気温度範囲 一般地　-5～43　／　凍結防止　-15～43　／　寒冷地　-20～43

運転音（中間期） 60

冷媒名／封入量 ＣＯ２　(R744)／　11.3

１日の冷凍能力 9.6

日本水道協会 給水用具認証番号※1 A-377



株式会社日本イトミック
②システム仕様書（標準）

単位

kW

℃

L/10h

kW

A

-

kPa

L/min

-

℃/10h

【注意】

・JRAIA（一般社団法人日本冷凍空調工業会）規格ＪＲＡ4060：2014「業務用ヒートポンプ給湯機」に準じています。

③ユニット塗装色

CHP1015004-5（2/2）

2021/4/7

項目 外気温度DB:16℃／WB12℃

熱源機

加熱能力 65.0

水温
（入水⇒出湯）

17→65

貯湯能力 11,650

電気特性
消費電力 16.2

運転電流 65

電　源 三相200V 50Hz／60Hz

貯
湯
タ
ン
ク
ユ
ニ

ッ
ト

最高使用圧力 490

最大給湯流量 150

タンク材質 　SUS444相当

タンク保温性能 3

貯湯容量　L 質量／満水時質量　kg 構造

ラ
イ
ン

ナ

ッ
プ

CHP-801100K-2 10,000 2,460／12,460 密閉タンク10,000L×1基

CHP-801080K-2 8,000 2,370／10,370 密閉タンク8,000L×1基

CHP-801060K-2 6,000 2,100／8,100 密閉タンク6,000L×1基

熱源機水抜き口 Rc3/4 (20A) [プラグ止め(SUS304)]

貯湯タンク給水口・給湯口 Rc2 (50A)

貯湯タンク中温水口 Rc2 (50A)

貯湯タンク給水出口・温水入口 Rc1 (25A)

貯湯タンク排水口 Rc1'1/4 (32A)

・エコキュートは貯湯式の為、有効貯湯量は安全率（自然放熱）を見込んだ貯湯量（８割程度）として下さい。

配管接続口
[めねじ]

熱源機給水入口・温水出口 Rc1 (25A)

熱源機空気熱交換器
ルームドレン口

Rc1 (25A)

・消費電力は圧縮機、送風機、ポンプを含むユニット全体の合計です。
・本機器は減圧弁を内蔵しておりません。給水一次側には必ず減圧弁（450kPa以下)を取り付けて下さい。
・熱源機保護の為、必ず水道水を使用し、給水温度は「40℃以下（但し凍結しないこと）」でお使い下さい。

熱源機 アイボリーホワイト(マンセル値2.5Y 8/1)
貯湯タンク アイボリーホワイト(マンセル値2.5Y 8/1)
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株式会社日本イトミック

●標準塗装

材質

脚
冷間圧延鋼板＋溶融亜鉛メッキ
亜鉛付着量：３５０ｇ／ｍ２以上

底フレーム
内部支柱・ｽﾃｰ類

亜鉛メッキ鋼板

天板・支柱
塗装用亜鉛メッキ鋼板＋

ポリエステル樹脂粉体塗装　内外面６０μｍ以上

側板・ドレンパン
（水受け）

塗装鋼板

プロペラファン アルミニウムシート差込＋ポリプロピレン

ファンモータ アルミニウム

ファンモータ
架台

鋼板＋電着塗装

空気熱交換器 銅管＋アルミフィン

給湯熱交換器 銅管（全面断熱材付）

冷媒熱交換器
鋼管＋

熱硬化形メラミンアルキッド樹脂塗装　１５μｍ以上

圧力容器類
溶接構造用鋼板＋

塩化ゴム系樹脂塗装　３５μｍ以上

ファンガード 鋼線＋粉体塗装

フィンガード 軟鋼線＋ポリエチレン樹脂コーティング

電装品箱 亜鉛－Ａｌ－Ｍｇ合金メッキ鋼板

ネジ類
（外装用）

ステンレス

ネジ類
（内装用）

電気メッキ処理品

貯湯タンク ステンレス

水配管 銅管

底フレーム
構造用鋼材＋溶融亜鉛メッキ

亜鉛付着量：３５０ｇ／ｍ
２
以上

天板
塗装用亜鉛メッキ鋼板＋

ポリエステル樹脂粉体塗装　内外面６０μｍ以上

側板 塗装鋼板

内部支柱・
ﾌﾚｰﾑ･底板

亜鉛メッキ鋼板

ネジ類
（外装用）

ステンレス

ネジ類
（内装用）

電気メッキ処理品

CHP1015005-1

貯
湯
タ
ン
ク

業務用エコキュート（CHP-８０□□□□Ｋ-2）塗装仕様書

適用箇所

熱
　
　
源
　
　
機



（1）使⽤⽔

（2）⽔質基準

⽔質基準 冷凍空調器⽤⽔質ガイドラインJRA-GL-02-1994に準ずる

標準仕様 ピコレス 井⽔対応ユニット 腐⾷ スケール
⽣成

pH（25℃） 7.0〜8.0 7.0〜8.0 6.5〜8.0 ○ ○
電気伝導率（25℃） （mS/m） 30以下 30以下 30以下 ○ ○
塩化物イオン （mgCl-/L） 30以下 30以下 50以下 ○
硫酸イオン （mgSO42-/L） 30以下 40以下 50以下 ○
酸消費量（pH4.8） （mgCaCO3/L） 50以下 50以下 100以下 ○
全硬度 （mgCaCO3/L） 70以下 70以下 150以下 ○
カルシウム硬度 （mgCaCO3/L） 50以下 50以下 100以下 ○
イオン状シリカ （mgSiO2/L） 30以下 30以下 ー ○
鉄 （mgFe/L） 0.3以下 0.3以下 0.3以下 ○ ○
銅 （mgCu/L） 0.1以下 0.1以下 1.0以下 ○
硫化物イオン （mgS2-/L） 検出されないこと 検出されないこと 検出されないこと ○
アンモニウムイオン （mgNH4+/L） 0.1以下 0.1以下 0.1以下 ○
残留塩素 （mgCl/L） 0.3以下 0.5以下 1.0以下 ○
遊離炭酸 （mgCO2/L） 4.0以下 4.0以下 10以下 ○

注︓傾向欄内の○印は、腐⾷または、スケール⽣成傾向のいずれかに関する因⼦を⽰す。
※1︓マトソン⽐とは、炭酸⽔素イオン濃度と硫酸イオン濃度の⽐率[HCO3-]/[SO42-]のことです。

⽔質に残留塩素やシリカが⼀定量存在する時に、マトソン⽐が各基準値を満たさない場合は、温⽔で銅に孔⾷が⽣じやすい。

CHP1C18001-1

イオン状シリカが
20mg/L未満の時

基準値無しのため
判定不要 ー ー ー ー

マトソン⽐※1

(シリカ)

マトソン⽐0.5未満
もしくは2.0以上 ー ー ○

ー

○

○イオン状シリカが
20mg/L以上の時 マトソン⽐2.0以上 ー

イオン状残留塩素が
0.25mg/L未満の時 マトソン⽐0.5以上 ー ー

マトソン⽐※1

(残留塩素)

イオン状残留塩素が
0.25mg/L以上の時

エコキュート⽔質基準

項⽬
傾向基準値

熱源機の給湯熱交換器及び配管系統の弁類等は、できるだけ良質の⽔に接している事が望ましく、
極端なスケール障害を起こさない⽔質のレベルの指標として、下記⽔質基準があります。(JRA-GL-02-1994)
この内⼀項⽬でも基準値をこえる場合は、⽐較的短時間に障害の危険があると判断されます。
よって、本⽔質基準以外でご使⽤の結果発⽣した不具合に関しましては、保証対象外とさせていただきます。

本装置使⽤に際しては、⽔質基準を満たした⽔を使⽤してください。
⽔質基準を満たした⽔を使⽤しても、⽔質によっては、⽔ポンプ、⽔制御弁、タンク、減圧弁、逃し弁、熱交換器等の寿命が通常より
短くなることがあります。
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